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IHE

IHEとは、「医療連携のための

情報統合化プロジェクト」



2022-11-17 IHEチュートリアル 「IHE UPDATE 2022」2022-11-17 IHEチュートリアル 「IHE UPDATE 2022」

IHE
IHE
IHE
IHE
IHE

IHE
IHE

IHE
FHIR 

2



2022-11-17 IHEチュートリアル 「IHE UPDATE 2022」2022-11-17 IHEチュートリアル 「IHE UPDATE 2022」

IHE
1999 RSNA(

HIMSS

1999
2000

IHE-Japan 2001
2002

3



2022-11-17  IHEチュートリアル 「IHE UPDATE 2022」

(2001.7)
•
•

医学放射線学会（JRS）

放射線技術学会（JSRT）

医療情報学会(JAMI)

日本画像医療システム工業会(JIRA)

保健医療福祉情報システム工業会

(JAHIS)

医療情報システム

開発センター

【IHEの目的】活動によりシステムを相互接続し、安全性・経済性・利便性の高い情報
システムの普及を促進することで健康で豊かな国民生活の維持向上に貢献する。

非営利
団体
です。

後援： 経済産業省、厚生労働省
JSNM, JASTRO, 消化器内視鏡学会、
日本臨床細胞学会、日本眼科学会

2007.3 日本IHE協会へ2007.3 日本IHE協会へ
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IHEを一言で言えば
「IHE」というと、以下のようなものを指します。

日本IHE協会が行っている標準化活動
IHEが作成している技術文書（テクニカルフレーム
ワーク）等
IHEが作成している文書に書かれているデータフォー
マットや転送プロトコールなど

IHE活動は、複数の情報機器を接続する場合に、
問題になるデータの互換性を高める活動です。
例えば、CTの画像検査をして、メーカーが違う
機器で画像が表示できなかったら困ります。こ
のようなことがないようにするのがIHE活動です。
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IHE

integration profile
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IHE
ユーザ

臨床現場のいろいろな問題点を提起し、解
決策を考える
良いシステムを安く、早く導入可能

メーカ
いろいろな要望を一本化し、製品に反映で
きる
開発工期の短縮、リスクの軽減
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IHE
HL7 DICOM NG)
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IHE
• HL7 DICOM
•
•

•
IHE
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IHE

………

システムを連携しなければ、IHEは無関係。

10

HIS RIS

PACS
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IHE

IHE 規格制定団体

成果物
技術文書

(使い方を示す)
標準規格

業務シナリオを
対象とするか？ ○ ×

接続テスト
接続テストを行
い、結果を公開
している

接続テストは、規
定されていない

Connectathon®
コネクタソン®
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IHE

各分野での業務シナリオの作成

既存の規格を利用しての業務シナリ
オの実現

接続テスト

結果の公開・活動の広報

国際的な協調 など
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IHEサイクルIHEサイクル
IHE活動
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IHE

病院情報システム（ＨＩＳ）、放射線情報シ
ステム（ＲＩＳ）、ＰＡＣＳ（画像管理システム）
などの情報システムの相互運用性（情報
の連携）を推進する。

ワークフロー（業務シナリオ：Integration 
Profile）を分析して、いかにシステム化する
かを提言する。

コネクタソン（接続テスト）を行い、その結果
を公開している。
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IHE 

どの定跡
（業務シナリ
オ）を使うか
を検討する

定 跡
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IHE-International

16

IHE International IHE International 
board

IHE DomainRegional IHE 

地域や国の活動
・ヨーロッパ：フランス、ドイツ、イタリア、…
・北米：アメリカ、カナダ、…
・アジア･オセアニア：日本、韓国、台湾、

中国、…

各分野の活動
放射線、臨床検査、循環器、病
理・臨床細胞、内視鏡、眼科、放
射線治療、………

※誰でも参加できる
オープンな組織。
2015から年会費を徴収。
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IHE活動の世界への広がり

FranceUSA

Germany

Italy

Japan
UK

Canada

Korea

Taiwan

Norway

Holland

Spain
China

Austria Malaysia

Australia
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IHE

RSNA （北米放射線学会）

HIMSS （病院情報管理システム学会）

ヨーロッパ

IHE-UK （イギリス）

IHE-F （フランス）

IHE-D （ドイツ）

IHE-I （イタリア）

アジア・オセアニア
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1919

IHE 
Demonstration
HIMSS 2015.4



2020

IHE 
Demonstration
HIMSS 2015.4

Interoperability 
Showcase
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IHE 
Demonstration
HIMSS 2015.4

Interoperability 
Showcase
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IHE 
Demonstration
HIMSS 2015.4

Interoperability 
Showcase
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IHE 
Demonstration
HIMSS 2016.2

Interoperability 
Showcase
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IHE 
Demonstration
HIMSS 2016.2

Interoperability 
Showcase

Concertは、IHE準拠の
認証プログラム
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IHE 
Demonstration
HIMSS 2017.2

Interoperability 
Showcase
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Interoperability 
Showcase

HIMSS 2018.2
Las Vegas
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IHE
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IHE

放射線

放射線治療

循環器
臨床検査

病理・臨
床細胞
病理・臨
床細胞

内視鏡

眼科

ITI

PCD

Dental

PCC

QRPH

QRPH: Quality, Research and Public Health
PCC: Patient Care Coordination、ITI: IT Infrastructure
PCD: Patient Care Device、Pharmacy: 薬局、 Dental: 歯科

PaLM

Pharmacy

日本では、
未活動

日本での活動は、
９ 分野
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IHEの成果物

（テクニカルフレームワーク）
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CT

30

CT装置 サーバー装置

Modality Image Stored

Storage Commitment

保存完了？

OK

Actor Actor

Transaction

Transaction



2022-11-17 IHEチュートリアル 「IHE UPDATE 2022」2022-11-17 IHEチュートリアル 「IHE UPDATE 2022」

CT

CT Acquisition modality (AM)

Image management/Image Archive
IM/IA)

Modality Image Stored [RAD-8] 

Storage Commitment [RAD-10]
CT

31

統合プロファイル
（Integration profile)
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IHE

技術
定義書

統合プロ
ファイル１

アクター

トランザク
ション

統合プロ
ファイル２

アクター

トランザク
ション
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Technical 
Framework

分野別に編集される
Integration

profile
個別の業務に特化

したシナリオ

Actor &
Transaction
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IHE
• Technical Framework: 

– Integration Profile: 
– Actor: 
– Transaction: 

Actor Actor
Transaction

Integration Profile-N

Actor Actor
Transaction

Integration Profile-2

Actor-1 Actor-2
Transaction-1

Integration Profile-1

Technical Framework



ワークフロー（画像検査）

部門：オーダ実施

レポート保管

RIS

HIS

PACS

画像検査機器 Modality

撮影中撮影完了

患者情報

患者登録

患者
情報の
取得

ゴール：
依頼科医が必要とする時、

いつでも利用可能な
完全で正確なレポート

検査オーダ

オーダー発行
依頼科医

による

画像検査
オーダー

撮影完了

画像保管・
管理

患者情報と
検査画像の

ネットワーク参照
のための保管

依頼科医師
による放射線
レポート参照

ネットワークからアクセス
可能なレポートの保存

読影ワーク
ステーション

画像と患者情報の
放射線科医への

提示

画像検索

関連する過去の検査のプリフェッチ

モダリティ

患者位置
決めと撮影

モダリティから
患者情報と

検査手続き情報
の検索

modality
worklist
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オーダの
作成

撮影ワークリ
ストの作成

オーダの発行

撮影ワークリスト
の取得

DICOM/MWL

HL7/ORM

検査実施
管理

オーダ発行 画像保存 画像撮影

画像保存

撮影完了撮影完了

表示条件の保存DICOM/MPPS

DICOM/STORAGE

DICOM/STORAGE

DICOM/MPPS

撮影

オーダの実施
完了

HL7/ORM

各アクタの通信を時間を追って、
組み立てて行く。
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接続テスト
Connect + Marathon
メーカが実装したシステムを
持ち寄り、テストする

IHE-J 2008.10.27-31
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IHE-J コネクタソン 2009.10.26-30
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IHE-J Connectathon 2017.9.24-29
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IHE-J Connectathon 2017.9.24-29
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IHE-J Connectathon 2017.9.24-29

41

IHE勉強会＋
コネクタソン見学会



IHE-J Connectathon 2019.10.7-11
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IHE-J Connectathon 2019.10.7-11
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IHE

各分野での業務シナリオの作成

既存の規格を利用しての業務シナリ
オの実現

接続テスト

結果の公開・活動の広報

国際的な協調 など
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コ
ロ

ナ
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統合宣言書

製品

ごとに
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® 

IHE
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IHE

IHE

(IS)
IS

IHE
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日本IHE協会のホームページより
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IHE
IHE
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HS001  HOT
HS005  ICD10 
HS007  
HS008  
HS009  IHE (2008)
HS011  DICOM
HS012  JAHIS 
HS013  
HS014  
HS016  JAHIS
HS017  HIS, RIS, PACS, , , (JJ1017
HS022  JAHIS
HS024  

51

「医療情報標準化推進協議会」により選定された標準的な規格（HELICS指針）に
ついて、厚生労働省の保健医療情報標準化会議における検討を経て、順次厚生
労働省標準規格として認定。国が実施する補助事業等を通じて標準規格の普及
を図る。
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HS026  SS-MIX2ストレージ仕様書および構築ガイドライン
HS027  処方・注射オーダ標準用法規格
HS028  ISO 22077-1:2015 医用波形フォーマット－パート1:符号化規則
HS029  患者状態アウトカム用語集ベーシックアウトカムマスター ※

HS030  データ入力用書式取得・提出に関する仕様（RFD）
HS031  地域医療連携における情報連携基盤技術仕様（XDS, XCAなど）
HS032  HL7 CDAに基づく退院時サマリー規約
HS033  標準歯式コード
HS034 口腔診査情報標準コード仕様
HS035 医療放射線被ばく管理統合プロファイル（REM）
HS036 処方情報HL7 FHIR記述仕様
HS037 健康診断結果報告書HL7 FHIR記述仕様
HS038 診療情報提供書HL7 FHIR記述仕様
HS039 退院時サマリーHL7 FHIR記述仕様
HS040 製造業者/サービス事業者による医療情報セキュリティ開示書 ガイド※

以上 HELICS指針は２８。そのうちIHE関連の厚生労働省標準規格は、４。
※HELICS指針であるが、厚生労働省標準規格は未承認。
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FHIR
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FHIR

Fast
Healthcare
Interoperability
Resources

REST Web

HL7 FHIR

https://www.hl7.org/fhir/

54



2022-11-17 IHEチュートリアル 「IHE UPDATE 2022」2022-11-17 IHEチュートリアル 「IHE UPDATE 2022」

FHIR

Update

HL7

patient

observation
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HL7 FHIR API
HL7 FHIR RESTful API

RESTful
• REST Web HTTP

REST
• REpresentational State Transfer

•

REST
• (Addressability)

– URI

– URI

• (Stateless)
– HTTP /

–

• (Connectability)
– ( )

• (Uniform Interface)
– ( ) HTTP (GET POST PUT DELETE)
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ITI FHIR
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ITI FHIR

FHIR
[ATNA] Audit Trail and Node Authentication Add RESTful ATNA (Query and Feed)

[IUA] Internet User Authorization

[mACM] Mobile Alert Communication Management

[MHD] Mobile access to Health Documents

[MHDS] Mobile Health Document Sharing

[mCSD] Mobile Care Services Discovery

[mXDE] Mobile Cross-Enterprise Document Data Element Extraction

[NPFS] Non-patient File Sharing

[PDQm] Patient Demographics Query for Mobile

[PIXm] Patient Identifier Cross-Reference for Mobile

[PMIR] Patient Master Identity Registry

[SVCM] Sharing Valuesets, Codes and Maps

Trial Implementation Technical Framework
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FHIR
PDQ Patient Demographics Query for Mobile)

ID

HL7V2 PDQ HL7V3
PDQV3

HL7 FHIR
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FHIR
MHD Mobile access to Health Documents)

60

MHDは、既存のXDS(地域
連携の機能）に、RESTfulの
APIインターフェイスを提供
する。
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MHD

Retrieve Information for Display RID MHD

RESTful

61
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• ユーザとメーカの人が
共通の言語で意思の
疎通ができる。

• IHEは、開発コストや導
入コストを下げること
が可能。

• 情報システムの相互
運用性の向上。

• 国際的な協調により、
日本独自システムで
ないので、システムの
継続性が確保できる。



2022-11-17  IHEチュートリアル 「IHE UPDATE 2022」 63

URL
http://www.ihe-j.org/


